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概  要 

 

動的共有結合を組み込んだジアクリレート化合物を架橋点として 5mol%有す

る架橋ポリメタクリレート系化合物を作製した。この架橋体は破断しても、加

熱で元の状態まで修復する機能を有していた。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

100℃程度の加熱によって自己修復することが出来る。また、動的共有結合化

合物自体は無色透明である為、高透明性を実現できる。 

本技術の 

有用性 

官能基の変換によってジアクリレート系化合物だけでなく、エポキシ樹脂やウ

レタン系材料等への展開が可能と考えられる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図：無色透明な動的共有結合含有架橋ポリメタクリレートフィルム 

右図：無傷及び被修復フィルムの引張試験（挿入図：加熱による破断修復前後

の様子） 

適用可能製品 コーティング材料、塗料、保護フィルム、接着剤、レンズ、シーリング材等 
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